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Ⅰ．はじめに

第 1節　研究の視点

祭りは、寺社で行われるような「祀り」と

いうイメージが強い。しかし、近年では都市

の祭礼の中に宗教的性格から脱して、多くの

人々に見せるためにのものもできた。たとえ

ば YOSAKOI ソーラン祭りは、参加者が踊り

を観衆に見せるという側面が強く、神仏とは

一切かかわりない。このような祭りは、都市

地域が拡大して、観衆となりうる十分な人口

や祭りを支える経済的な基盤が確立されたこ

とによって可能となったと考えられる。社会

の変化は祭礼の変化を変化させる側面があ

る。逆に、祭礼を通じて形成された社会集団

が地域集団と重なる場合、祭の変化によって

地域内の社会関係が変化するというケースも

ある。たとえば、祭礼の参加者が自治会など

の活動にも参加した結果、住民間の交流が増

え、住民の日常生活や災害発生時の対応に大

きな役割を果たす場合もある。祭礼は、地域

社会の中で営まれるため、地理的範囲が存在

し、地理学でも研究対象となりうると考える。

「生に関する祭り」についてみてみると、

子どもの誕生や成長を祝うものとして、端午

の節句や雛祭りといった各家庭で行われるも

のが多い。また、「死に関する祭り」につい

ては、現在は各家庭が葬儀業者と連絡をとり

ながら行うのが一般的である。どちらも、家

ごとに行われるものである。しかし、今回調

査した浜松地域では、両者の祭りとも地域集

団とのかかわりの中で存在している。この研

究では社会変化による影響や祭礼の性質の違

いから、都市とその周辺で行われる両者の祭

りの戦後の動向・変化について考察する。

第 2節　祭礼研究史と近年の生と死の祭礼の

変化

（1）都市祭礼研究史

都市祭礼とは、その名の通り都市で行われ

る祭礼のことをさす。しかし、先述したよう

に、村落で行われる祭が、神や仏といったも

のを祀る宗教的側面が強いものであるのに対

して、都市祭礼は多くの観衆に見せるという

イベント的な側面も併せ持つ。こうした都市

祭礼は、民俗学の研究者によって、1970 年

頃から研究され始めるようになった。たとえ

都市とその周辺部における生と死の祭礼 

―浜松地域の場合―

渡　邉　駿一朗 *

* 静岡県立富士宮西高等学校

キーワード：凧揚げ、念仏踊り、祭礼、盆行事、浜松

Key words：Kite Flying, Traditional Buddhist Dancing, Festival, Bon Events, Hamamatsu



渡　邉　駿一朗

36

ば都市祭礼について研究した中村1）は、こ

れまでの民俗学の祭礼研究は個性記述的で

あったとして、祭礼がなぜ維持・改変されて

いるのかという側面にまで着目して、検討を

試みた。また、その後も民俗学方面からの研

究が続いた。和崎2）は都市祭礼の維持と改

変の側面について、見る人々の要求によって

祭礼が変化することがあるとした。そして伝

統が完全に改変されてしまうと見る側にとっ

ても伝統ではなくなり価値が失われるため、

都市祭礼の維持と改変が起こりうるとした。

小倉祇園太鼓という都市祭礼を対象とした中

野3）は、見る側の要求によって祭礼が変化

すると指摘した。具体的には、小倉祇園太鼓

に見る側が参加したいと要求したことで、地

縁によらずとも太鼓を演奏するチームに参加

が可能となったのである。

都市祭礼研究は従来民俗学からなされてき

たが、地理学では 1990 年代頃から都市祭礼

を取り扱うものがみられるようになった。

2000 年代に入ると、その 2 つの視点を組み

合わせて、都市祭礼の地理的な拡大について

要因を考察する研究が現れた。たとえば内

田4）5）は、YOSAKOI ソーラン祭りが全国的

に拡大した理由として、参加者が自由に参加

することが可能で、祭りの内容が変化を受け

入れる前提があることに注目している。また

石川6）は日本の諸地域において闘牛の担い

手の社会関係を調査し、地域外に担い手の社

会関係が出ていくことが祭礼の維持要因とな

りうるとした。

（2）生と死の祭礼の近年の動向

ここでは生の祭りについて、端午の節句の

日の前後に行われる浜松周辺の凧揚げを取り

上げた。凧揚げは「浜松まつり」の一行事と

して行われている。埼玉県春日部市宝珠花7）

や神奈川県相模原市新磯地区8）に 5 月 5 日

前後に凧を揚げる行事が存在する。これらの

行事は、凧の上昇を子どもの成長する様子に

喩えて行っていると考えられる。

死の祭りについては、仏教を信仰している

家では一般的には葬儀や盆といった形で行わ

れる。葬儀であの世に送り出した魂が、盆の

ときに家に戻ってくると考えられており、供

養を行う。福澤9）は、葬儀や盆などの死を

扱う儀式の変化について、家族形態の変化、

高齢化、景気低迷などの要因も重なり、ホー

ルで行われていた葬儀が家族葬や直葬といっ

たより簡易的な方法で行われるようになって

いると指摘する。葬儀との関連性がある初盆

の行事について、湯10）は、滋賀県甲賀市信

楽町多羅尾を例として、2005 年以降は初盆

の家を集めて寄合を開き、祭壇作りの簡素化

や棚参りの廃止といった儀式の簡素化をする

ようになったと述べている。その要因として

は浪費の多さ、飲酒運転の防止、若者の盆へ

の不慣れさといった要因が考えられるとい

う。

第 3節　研究課題と目的、研究方法

都市祭礼の飛び火的な拡大については既往

の研究で考察されてきた。しかし、都市化に

ともなって都市の隣接地域に祭礼が拡大した

例について管見のおよぶ限り、これまでに考

察はなされていない。都市化が生じると、周

辺部では人口の増加や産業・経済基盤の確立

といった現象が起きる。そして、その現象が

祭礼の維持と関係していると考えられる。ま

た、祭礼が何を目的としたものなのかという

検討は行われてきていない。都市祭礼では、

「参加者や観衆が楽しむ」といったもの以外

にも目的があり、その内容によって祭礼が変

化することもある。
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第 4節　研究方法

地形図や国勢調査など、各種統計データを

用いて地域を概観した。また、史料により、

それぞれの祭りがどのように発展してきたの

か検討した。さらに、現在の団体の関係者や

参加者に聞き取り調査を行うことで、各祭礼

がどのように運営・実施されているのかにつ

いて調査を行った。具体的には、浜松まつり

に関しては早
そう

出
で

町
ちょう

自治会長と早出町中堅会

会計・初家担当の者、遠州大念仏については

早出組の組長に聞き取りを実施した。また初

盆の執り行い方については、7 月に初盆を

行った家の住人に聞き取りを行った。

Ⅱ．地域概観

第 1節　現在の浜松地域

今回の研究で対象とした地域は、第 1図に

あるように静岡県浜松市内の旧浜松市・旧浜

北市域である。以下、この地域を「浜松地域」

と呼ぶ。旧浜松市は現在の浜松市中区・東区・

南区と、西区と北区の一部に、また旧浜北市

は現在の浜松市浜北区に相当する。東西の交

通は東海道新幹線・東海道本線・東名高速道

路・新東名高速道路が東西に市域を横断する。

静岡市までは直線距離で静岡市まで約

65 km、名古屋市まで約 100 km、東京まで約

200 km であり、比較的容易に行くことがで

きる。しかし、浜松市から静岡市への通勤者

は全就業者・就学者中の約 0.57％、名古屋市

へは 0.32％、東京都区部へは約 0.20％にすぎ

ない。むしろ近隣の磐田市（4.73％）や湖西

市（2.04％）へのほうが通勤者数は多く、約

86.55％は浜松市内から外へは出ない11）。浜

松は東京や名古屋といった大都市と交通路で

結ばれているものの、都市圏としては浜松を

中心に周辺市町村を取り込んで独立している

とみなすことができる。このことは廃藩置県

時に浜松県がおかれたこととも関係すると考

えられる。

この地域の東部は天竜川の沖積平野となっ

ており、浜松の CBD といえる浜松駅から市

役所までの地域の周辺には住宅地が広がる。

また、その郊外では水田や畑が広くみられる。

さらに、市中心部から北西方向には三方原台

地が広がり、住宅地や畑が広く分布している

（第 1 図）。旧浜松市・旧浜北市は 2005 年に

他 10 市町村と合併し、面積 1,558 km2、人口

797,980 人12）と、より大きな市になった。

今回研究対象地域とする旧両市域の面積が約

323 km2、人口は 692,616 人13）であり、市域

の人口の大半が研究対象地域に居住する。平

成 27 年の国勢調査から作成した第 2 図を見

ると、釣り鐘型になっており、高齢化が進ん

でいることが読み取れる。他方、全国人口の

割合と比較すると、主に 15 歳未満、25 歳か

ら 55 歳までと、80 歳以上の人口の割合が高

い。25 歳から 55 歳までの人口は生産年齢人

口の大半を占め、浜松市内の産業を支える人

的基盤があるといえる。しかし、近年は浜松

市では出生率が低下し、代わって死亡率が増

加している（第 3図）。

第 2節　浜松地域の歴史

現在、浜松駅や浜松市役所がある浜松市の

中心部は、江戸時代には浜松城の城下町や、

また東海道の宿場町として繁栄していた。そ

の後、明治・大正時代には繊維工業が盛んに

なり、それに関連して織機の製造が行われた。

高度経済成長期には織機の製造技術を他の機

械製造に応用するようになり、スズキ（オー

トバイ）、ヤマハ（楽器製造）、ヤマハ発動機

（オートバイ・産業用ロボット製造）、ローラ
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ンド（楽器製造）、浜松ホトニクス（光関連

製品）など、独自の産業によって発展してき

た機械製造会社の本社や工場が多く市内に置

かれている。浜松は海外移転のしにくい独自

の生産技術・生産品目による工業で発展を遂

げたことが特徴的である。そのため、生産年

第 1図　浜松地域の概観図

（トレース元の地図として 1/25000 地形図「浜松」「磐田」「気賀」（左の 3 地形図は 2016 年発行）「笠井」（2007 年発

行）と Openstreetmap（https://openstreetmap.jp/）を使用。人口集中地区と行政界については国土数値情報（http://
nlftp.mlit.go.jp/ksj/）のデータを使用）
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齢人口の割合が他の地域と比べると減少して

いない。

また、旧浜北市は、浜松市のベッドタウン

として発展してきた。国勢調査を見ると、浜

北区から浜松市の CBD が位置する中区への

通勤通学者数割合は約 11.28％と高い14）。こ

のように、浜北地域は実質的には浜松都市圏

の一部を構成しているといえる。

第 2図　現・浜松市の人口ピラミッド

（総務省統計局ホームページ「平成 27 年国勢調査　人口等基本集計　第 4-3 表　出生の月（4区分）、年齢（5歳階級）、

男女別人口（総数及び日本人）」（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020103.do?_csvDownload_&fileId=0000078097
77&releaseCount=2）から筆者作成）

第 3図　浜松地域における昭和 40 年を 1とした出生数・死亡数の変化率

（出生数は「健康福祉データの推移」（2003）の「出生数」の表（https://toukei.pref.shizuoka.jp/kenkou_seisakukan/
data/02-073/documents/1041033000000216.xls、2017 年 12月 15日閲覧）から。死亡数も同統計の「死亡数」の表）（https://
toukei.pref.shizuoka.jp/kenkou_seisakukan/data/02-073/documents/1041033000000177.xls、2017 年 12 月 15 日閲覧）から）
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Ⅲ．各祭礼の概要

第 1節　浜松まつり

浜松まつりは、旧浜松市で行われる都市祭

礼として行われている。開催日は 5月 3日か

ら 5月 5日の連休である。市民は「町」ごと

に分かれて、集団で祭りに参加する。祭礼の

目的は、町内で初めて生まれた長男（以下「初

子」と表記）の誕生を祝うというものである。

しかし、近年は長女や次男など、長男でなく

ても子どもの誕生を祝うようになってきてい

る。また、地域外から親類などの関係にある

子どもを地域内に連れてきて、初子として祝

うこともできる。

祭礼の内容は「凧揚げ」・「御殿屋台引き廻

し」・「練り」の3つに分けることができる。「凧

揚げ」とは、浜松市南部の中田島砂丘付近の

広場で 4帖～ 6帖ほどの大きさの凧を揚げる

ことを指す（第 4 図）。ここで揚げられる凧

には、町のシンボルが全体を占めるように配

置される。その凧のうち、初子を祝うための

凧（初凧）は、上の二隅のどちらかに初子が

生まれた家の家紋をおき、その対角線上の隅

に初子の名前を書く。

また、「御殿屋台引き廻し」は、各町内と、

浜松駅から市役所の間の地域の路上にあたる

市中心部会場で行われる。「御殿屋台」とは、

他地域の祭礼で山車・曳山などと呼ばれてい

るものと類似している。御殿屋台の中には主

に地域の女子たちが乗り、鼓、和太鼓、篠笛

などを打ち鳴らして囃子を演奏する。

さらに、「練り」とは、信号ラッパや太鼓、

スポーツ用のホイッスルを鳴らし町内などの

地域を歩くことである。巡行は 3日から 5日

の夕方から夜にかけてであるが、初子の家を

回る順序と屋台巡行の順序が同じというわけ

ではない。初子の家の前で列を円形にして進

み、初子の誕生を祝福し、初子の家族は地域

に感謝する。一部の町では、参加者が家主に

酒を飲ませ、家主が練りの参加者に食事や酒

を振る舞うこともある。

第 2節　浜松地域の盆行事と遠州大念仏

次に、浜松地域の盆行事と、遠州大念仏に

ついて述べる。遠州大念仏は、浜松地域、特

に旧浜北市域を中心に行われている念仏踊り

である（第 5 図）。浜松地域の一部では毎年

7 月頃に盆行事を行うため、大念仏も 7 月に

盆行事の一環として実施されることが多い。

第 4図　浜松まつりの凧揚げで使われる初凧

（2017 年 5 月 5 日撮影。右に写っている人物が筆者）

第 5図　早出組による遠州大念仏

（2017 年 7 月 13 日に筆者宅前で撮影）
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浜松地域における盆行事は、亡くなった人

が出てから初めて迎える盆である「初盆」にお

いて華美である。盆の数日前には「施
せ が き え

餓鬼会」

が行われ、盆のための準備に取り掛かる。初

盆の際には高さ 2 m ほどの盆棚を室内に用

意する。その規模や様式は、他地域の葬儀と

似ている。そして盆の日になると迎え火を行

い、死者の魂を仏間の縁側から招き入れる。

翌日か翌々日の昼に僧侶が来て供養を行い、

その日の夕方になると盆の準備に参加してい

なかった親族や地域住民が香典を持って盆棚

に参列する。家人はその返礼としてそうめん

やタオルなどを香典返しとして渡す。夜にな

ると大念仏が地域内の初盆の家を回り始め

る。大念仏は初盆の家の前で、供養として念

仏踊りを行う。これでその日の盆行事が終わ

り、翌日か翌々日には送り火を行い、死者の

魂を家から送り出すことになる。

遠州大念仏基本的には太鼓と双盤、節をつ

けた念仏の声という 3つのパートで構成され

る。篠笛や鉦は退場時など部分的にしか使わ

れず、静かで荘厳な雰囲気の中で行われる念

仏である。大念仏は 30 分から 1 時間ほどの

時間をかけて行われる。

Ⅳ．各祭礼の歴史と地理的拡大の過程

第 1節　浜松まつりの歴史

江戸時代には凧揚げは家ごとに行われるも

のであったらしい。荒川15）の調査によると、

19 世紀には、地域内の「若衆」が凧を初子

の家に送り、見返りに飲食を要求するという

ことがみられた。しかし、その若者たちが組

などのはっきりとした地域単位で統一的に参

加しているかどうかは不明である。

明治時代に入ると、凧揚げは町によって組

織されるようになった。これは、中村16）に

よると消防組の影響が強いとされる。町ごと

に作られた消防組という組織の統一性が、町

での凧揚げの組織づくりに影響を与えたので

ある。そして浜松の町に取り込まれなかった

周辺町村では凧揚げの習慣は衰退する。荒川

が言うように、明治という新しい時代を迎え

近代的な価値観が取り入れられるにつれ、凧

揚げは旧来の習慣として廃されたらしい。ま

た、十分な経済基盤が地域内に存在しなかっ

たことが凧揚げの衰退した原因であったと考

えられる。もともと浜松では郊外に集積して

いた繊維産業が近代化によって浜松の中心部

へと移動してしまったことが影響したと指摘

されている17）。

太平洋戦争時に浜松市中心部は、空襲や艦

砲射撃により甚大な被害を受けた。しかし、

凧揚げは敗戦まもない 1947 年から再開し

た18）。しばらくは戦前の参加町を中心とし

て凧揚げが行われていたが、1960 年代にな

ると浜松市観光協会が、「浜松まつり」とし

て一連の行事をまとめるようになった19）。

これによって、観光としての行政が仕切るま

つりと町民にとってのまつりという 2つの軸

が形成されるようになったのである。

ここで浜松まつりは、1960 年代には参加

町はおおよそ浜松市の人口集中地区に収まる

程度であった。そして、1960 年から 70 年に

かけての間に都市化が進行し、1970 年代は

主に都市周辺部において参加する町がでてき

た。そして 1990 年代になってくると、より

遠い地域からも参加町が出始めるのである。

2000 年代には旧浜北市との境界の近くの町

も参加するようになった。しかし 2009 年以

降になると参加町の増加は見られなくなっ

た。
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第 2節　遠州大念仏と遠州地方の初盆の歴史

遠州大念仏の由来については様々な史料や

言い伝えがあり、どれが史実か定かではない。

ただ、死者の供養として念仏踊りが行われて

いたことはたしかである。大まかに共通する

点として、「浜松城の北西にある犀
さ い が

ヶ崖
がけ

周辺

に、宗円堂と呼ばれる建物を建てて、その前

で念仏踊りを行った」というものが挙げられ

る。その理由としては、1583 年に起きた三

方ヶ原の戦いにおける戦死者を弔うためと

も、それが怨念となって起きた蝗害を食い止

めるためとも言われている20）。犀ヶ崖の「犀」

という部分については、死者世界の「賽の河

原」の「賽」を指し示している可能性がある。

これは道祖信仰と結びつきの深い「賽の河原」

が由来になったものと考えられる。また、地

形図をみると、犀ヶ崖より北側の三方原台地

には、明治 20 年時点では針葉樹林や荒地が

広がっており、家屋はほとんどなかった。集

落を作って人が住んでいる様子はなく、日常

生活を営む場ではなかったと考えられる。浜

松市史に掲載されている曳駒拾遺によると、

三方原という名前の由来は、三つの村の入会

地として使われていたためとされており、近

世の三方原は入会地として利用されていたよ

うである21）。また、近代以降になると、犀ヶ

崖には塵芥焼却場が置かれるなど、社会的周

縁性を持つ施設が設置されていた22）。松

尾23）は社会的周縁性を持つ火葬場が都市の

周縁部に置かれたと論じている。この地域の

都市化が進み高等学校・大学が多く立地する

文教地区となった現在でも、犀ヶ崖周辺には

浜松斎場や中沢墓苑などが立地している。

犀ヶ崖での念仏踊りは、非日常的な世界から

来た魂を供養するために行われていた可能性

がある。

念仏踊りは江戸時代には犀ヶ崖をはじめと

する浜松地域の広域で行われていた。念仏踊

りの集団は村ごとに存在していたようであ

る。しかし、1827 年ごろに書かれた「糀屋

記録」によると、「町方は余り混雑至し候ゆへ、

自然と相休み（後略）」と述べられており、

次第に混雑するようになったため、浜松宿内

では自然と取りやめるようになったとされて

いる24）。江戸時代には浜松宿の周辺の低地

部の農村を中心に念仏踊りが行われていたら

しい。

明治時代になると、念仏踊りは衰退傾向に

入った。これを危惧した渡瀬茂三郎が念仏踊

りの組を、昭和 5（1930）年に遠州大念仏保

存会としてひとつにまとめ上げた。「大念仏

の由来や犀ヶ崖との関係を識っているものは

一部の識者だけ」「只笛太鼓の調子に踊り楽

しんでいるだけで、各組相互の連絡も全然な

く」25）といった状況であったと渡瀬は述べ

ている。しかし、保存会の結成によりこれら

の踊りの所作は統一された。また一時期中断

されていた宗円堂での念仏踊りも再び行われ

るようになった。このときの念仏団の組を地

図上に示すと、のちの旧浜北市域を中心に浜

松地域に広く分布している（第 6 図）。この

ことは、浜北を中心として大念仏団が組織さ

れたことを示していると考えられる。

大念仏は太平洋戦争中に一時中断されたも

のの、戦後復興し組数も維持された。しかし、

市街化の拡大とともに大念仏が拡大したわけ

ではなく、組の初参加としては昭和 46（1971）

年に浜松葵組の 1 組が参加するのみであっ

た26）。そして、大念仏保存会の名簿から名

前の外れる組が平成に入ると徐々に増加傾向

にある。組が活動休止になった数年後に再び

参加するということもある。しかし、山間部
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だけではなく、平野部でも参加休止となる組

が現在でも見られるようになってきている

（第 7図）。

Ⅴ．各祭礼の町・組内での運営

早出町の場合、浜松まつりの運営には、自

第 6図　1960 年代の凧揚げ・念仏参加町（組）の分布

（浜松まつりパンフレット 1950 年版、大念仏団名簿 1955 年版から作成）
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第 7図　1990 年代後半から 2017 年現在までの凧揚げ・念仏参加町（組）の分布

（浜松まつりパンフレット 1997・2017 年版、大念仏団名簿 1995 年版、大念仏公式 HP 名簿（http://www.enshu-
dainenbutsu.com/syozoku/syozokudanntai.html、2017 年 12 月 15 日閲覧）から作成）



45

都市とその周辺部における生と死の祭礼

治会・中堅会・屋台管理委員会という 3つの

組織が関与している。自治会は、町内に暮ら

す人々の日常生活を維持・向上するために作

られた組織である。また中堅会は、町内での

行事にかかわる組織である。そして屋台管理

委員会は、浜松まつりにおける御殿屋台の管

理・運行の仕事に携わる。浜松まつりの際に

は、この三者のもと「凧揚会」という組織が

作られる。これらの組織以外にも多くの参加

者がいるが、それらの参加者は回覧板などで

告知される参加募集の案内から、公民館（会

所）で行われる参加申し込み会で参加費を支

払い、ワッペン・移動のバス券・会場での食

事券・町のシンボルのついた手拭いを受けと

る。ワッペンは、参加申し込み会で購入可能

な法被に縫い付けるものであり、浜松まつり

への参加証となる。ワッペンの購入は町外の

住民でも可能である。凧と御殿屋台は町内の

倉庫に格納されており、町外の会場まではト

ラックなどを利用して輸送される。凧揚会の

役員や、初子の父親は 4月ごろに凧の糸目付

けを行い、凧揚げの準備をする。ただし、練

りの一員として参加する程度であれば、当日

のみの参加も可能である。早出町の場合、浜

松まつりへの参加者数は概数で 800 人ほどで

ある。

運営のために必要となってくる資金は、早

出町の場合は主に自治会からの寄付金と陣中

見舞い、ワッペン費の 3つによって賄われて

いる。陣中見舞いとは地域からの寄付のこと

を指し、金銭以外にも飲食物やまつりで使う

旗など様々なものが贈られる。町内だけでは

なく町外の個人・団体からも寄付がある。

遠州大念仏については、組織全体としては

遠州大念仏保存会がとり行っている。この組

織は渡瀬の働きかけによって成立したもので

あり、現在でも念仏踊りの維持のための活動

を行っている。自治会の範囲ごとに「組」を

作って活動しており、早出町の場合は「早出

組」となる。7 月初頭から、踊り方や楽器の

演奏法を修練する。参加者は主に「口伝え」

による案内から参加する。早出組の場合、参

加人数は通常 40 人ほどである。活動のため

の資金は、初盆の家から支払われる費用と、

前年度からの繰越金で賄われている。浜松市

内の別の地域に移動して活動することもあ

り、距離に応じてバスやトラックといった自

動車も使われることもある。家の宗派や死者

の年齢は問わず、依頼があれば念仏踊りを行

うという形をとっている。また、15 日には

犀ヶ崖でも大念仏が行われるが、すべての組

が参加しているわけではない。

依頼者側（祝われる・弔われる側）の経済

的負担を見ると、今回調査した初子である早

出町自治会長の孫の場合、凧の製作費は

250,000 円、練りの実施に 70,000 円、それに

他の飾り等も含めて合計349,000円であった。

この費用については、普段は神奈川県に住む

初子の父が支払った。初盆の家の負担として

は、 筆 者 の 家 の 場 合、1 回 の 大 念 仏 で

200,000 円、その他の初盆の費用を含めると

859,904 円であった。しかし受け取った香典

が 639,000 円であり、これを引くと負担は

220,904 円である。両者の祭りにおいて飾り

などの量の違いがあり、家によって負担額は

異なるが、いずれの祭礼でも依頼者側にとっ

ては 10 万円以上かかる。

Ⅵ．祭礼の拡大と変化

両者の祭りの拡大を概観すると、凧揚げに

ついては都市化に伴って実施するエリアが拡
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大したが、大念仏についてはそうではなかっ

た。第 1表に両者の相違点をまとめている。

ひとつの理由としては、凧揚げ会場の郊外

への移転が挙げられる。和地山練兵場移転後

から 1960 年代にかけては、市街地よりも会

場となった和地山練兵場寄りの町の参加が多

い。さらに、風の強い中田島砂丘に会場が移

転したのちには、砂丘よりの地域の参加町が

特に増加している。凧揚げについては郊外に

会場が移転したことや、自動車を利用した輸

送が可能になったということもあり、凧や人

員の運搬にかかる費用が低下し、郊外の参加

町が増えた。

浜松まつりは参加者が多数であるのに対し

て、遠州大念仏の参加者は少ない。また、遠

州大念仏の場合踊りの型がすでに定められて

いるため、本番の前に集まって練習をする必

要がある。浜松まつりの場合は、練りの一員

として参加する程度であれば、事前の練習は

あまり必要とされない。このような、祭りに

参加する際に技術の習得が必要か、そうでな

いかという点が参加者数の違いを作り出して

いると考える。それほど厳しく型の決められ

ていない浜松まつりの方が参加しやすい。そ

れに加え、浜松まつりには練りなどの関係で

多数の参加者が必要とされる。都市化が進行

すると人口が増え、まつりに参加しやすくな

ると考える。

早出町の場合、ワッペン・陣中見舞い・自

治会からの助成金が挙げられており、参加者

が増加することによってより収入が増え盛大

にまつりを行うことができる。都市化によっ

て人口の多い地域が拡大したことによって、

浜松まつりの練りに必要な人数と資金が確保

できるようになった。ほかの資金源について

着目してみても、浜松まつりでの凧揚会は「陣

中見舞い」という寄付を町内外から集めるこ

とができる。他方、遠州大念仏保存会の場合

は、初盆の家からの資金が中心である。つま

り、凧揚会は地域内外から集めた資金や人的

資源によって活動することができる。これに

対して、大念仏保存会は初盆の家からの資金

による活動が中心となり、都市化の影響を受

けにくかったと考えられる。荒川が述べたよ

うに明治期に中心部に移動した経済基盤が、

都市地域の拡大にともなって周辺部に拡大し

た結果、資金源が確保できるようになったの

である。

また、祝われる・弔われる家の側から見る

と、浜松まつりの場合は、親類などの関係に

ある初子を町の外から連れてきて祝うことも

可能である。この仕組みにより、人口の少な

い町であっても初子を祝うことができる。こ

れに対して遠州大念仏では、死者の魂を町の

第 1表　浜松地域の生と死の祭礼の相違点

祭りの場
参加 
者数

資金源
依頼者側 
負担

祝われる / 
弔われる人

参加者側の 
活動範囲

運営団体（町・組）

の分布

浜松まつり
統一会場と 
町内

多い 多方面から
おおむね 
10 万円 
以上

地域外から連れて 
くることができる

凧揚げは地域外だ

が、祝われる子の

家は地域内

都市化に伴って台

地部にも低地部に

も拡大

遠州大念仏
家の前 
（地域内外）

少ない
依頼した家から 
（＋繰越金）

地域外から連れて 
くることは不可能

弔われる家が地域

外でも活動可能

拡大せず、浜北な

どの低地部の集落

中心
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外から持ってくることは不可能である。盆行

事の性質上、死者の魂は生前に暮らした家に

戻ると考えられており、そこで供養されなけ

ればならない。そのため、死者の魂を供養す

る迎え火から送り火までの一連の行事は、そ

の家の中で行われる。

ただし、遠州大念仏は死者の魂が帰ってき

た家の前にでかけて供養を行うことができ

る。このとき地域の内外は問わない。したがっ

て、運営側の団体という視点からすると、拡

大する必要性がなかったのかもしれない。浜

松まつりでは、凧印などにみられるように

「町」を意識した地域アイデンティティが強

く、自町内に初子がいなければ活動ができな

い。初子を町内にある自分の家の子として祝

いたい場合、運営団体を自分の地域内に新た

に設置する必要があり、結果的に運営側の地

理的範囲が拡大した。

死亡数の増加が出生数の増加より遅れるこ

とが、浜松まつりと遠州大念仏の分布の違い

を作り出した。特に、都市化の過程で人口が

増加した三方原台地の地域では家族から死者

が出ることが比較的少なく、寺院も少ない。

このため、先祖を意識しながら死者の魂を供

養する機会が少ないと考えられる。かつて、

三方原台地は日常とはかけ離れた空間であっ

たが、都市化の進展により多くの住民が暮ら

すようになり、死があまり意識されない日常

的な空間として使われるようになった。その

結果、遠州大念仏の成立の由縁ともかかわり

の深かった三方原台地であっても、遠州大念

仏がそれほど広がらなかったと考えられる。

Ⅶ．おわりに

浜松では生と死を扱う 2 つの祭礼があり、

前者は地理的に拡大したが、後者は拡大され

ないまま祭礼が維持された。その理由は、前

者は都市という空間の拡大に対応した変化を

遂げ、後者はその都市の中に残された旧来の

民俗に応え維持されたためであると考える。

つまり、生の祭りである前者は都市祭礼的側

面が強く、死の祭りである後者は宗教・民俗

行事的側面の強い行事となっている。都市化

が進んだ地域であっても、そこに残された旧

来の住民の要望に応えて大念仏は維持されて

きた。

しかし近年、遠州大念仏の参加団体の中で

は活動を休止する組が出始めてきている。そ

の理由としては、組のメンバーが高齢化して

きているためであるらしい。浜松まつりの場

合は参加者数が多く、まつりの運営に携わろ

うという若者も出てきていると考えられる。

しかし、遠州大念仏にはそのような接点が少

なく、若者が入ってこないことが原因のひと

つといえる。また、今後は家族葬や直葬など

の簡易的な葬儀の形態が増え、初盆について

もそれに従って簡素化すると考えられる。こ

のような社会の変化に対応して、念仏への参

加者の範囲を広げる必要があると考えられ

る。今後の浜松に大規模な人口増加は起きに

くいと考えられる。そのため、両者の祭りと

も、参加者側にとっても依頼者側にとっても

負担が少なく、維持可能なものへと変化して

いく必要があると考える。

今回の研究の課題を述べると、まず早出町

を中心に調査したため、他地域の様子を把握

できなかった。また、念仏組の休止について

も、浜北地域でより具体的に組の状況を調べ

ることができたかもしれない。今回の調査で

は、祭りに対する行政の関与という視点が抜

けてしまった。今後、そのような地域ごとの
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祭礼の状況の違いや、行政といった第三者の

かかわり方が明らかになるような研究が必要

であると思われる。
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